
注意！　ハサミやカッターを使うときは、充分に注意して、怪我をしないように使用して下さい。

　　　　　 ちいさなお子様はお家の方と一緒に作りましょう。 

●用意するもの

　ハサミ、カッター、のり(固形またはシール状ののりが好ましい)、セロテープ 

●作り方のポイント

　・各パーツの折り線は、組み立てる前に一度折り曲げておくと組み立てやすくなります。

　・切り込みは組み立て前に入れてください。組み立てづらい時は切り込みの長さを広げて下さい。 

【１】脚の組み立て

　１．のりしろ(★マークの部分)にのりを付けて、足首を筒状に丸めて接着します。

　　　接着後にペンなどを使って、筒を丸い形状にして下さい。

　足首側の差し込みは写真のように折り曲げて下さい。

　２．足首を足に差し込んで下さい。足首を差し込む際は足首の差込部の記号（あ～え）と足の

　　　切込部の記号（あ～え）を合わせて下さい。

　３．足を組み立てて、足の裏をテープで留めます。足の裏の差込は①は差し込みが外に出るように

　　　内側から差し込んで下さい。その後に②③を差し込んでテープで留めると組み立て易いです。

　　　甲とかかとの横のひだが中に入るように組み立てて下さい。

　４．もう一方の脚も１～３の手順で組み立てます。 

１．足首を作る ２．足首を差し込む ３．差し込み ４．脚の完成 

【２】下半身の組み立て

　１．のりしろ(★マークの部分)にのりを付けて隣り合う辺を接着し、腰をお椀状にします。

　２．腰に脚を差し込んで下さい。脚を差し込む際に脚の差込部の記号(お～く)と腰の切込部の記号

　　　(お～く）を合わせて下さい。 

１．腰をお椀状にする ２．脚を差し込む 

【３】コアブロックの組み立て

　１．胴体の核となるコアブロックののりしろ（★マークの部分）にのりを付けて隣り合う辺を接着し、図の

　ような形になるよう組み立てて下さい。 
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１．コアブロック組立 

【４】腕の組み立て 

１．手の親指を写真のように組み立てます。(手は赤か青のお好のみ方を使って下さい。) 

２．手を写真のように組み立てます。 

３．手の差し込み(さ～せ）を腕の切込(さ～せ)に差し込んで折り曲げ、裏からテープで留めます。 

４．前腕部を筒状にします。 

５．手をつけた部分を点線の通りに折ってから、前腕部の筒に入れます。 

６．肘の部分を写真のように組み立てます。 

７．肩を写真のように組み立てます。折り曲げてあまった部分は前腕部の内側に入れて下さい。 

８．もう一方の腕も同様に組み立てて下さい。 

１．親指の組み立て ２．手の組み立て ２．手の形状 ３．腕に手を付ける 

４．前腕部を筒状にする ５．前腕部に手を入れる ６．肘の組み立て ７．肩の組み立て 

【５】頭の組み立て 

１．頭にとさかを取り付けて下さい。切り込み（と～の）に差し込んで折り曲げ、裏からテープで留めます。 

２．両腕の差込(た～て)を頭パーツ側面の切込（た～て）に差し込み、折り曲げてから裏面をテープで

　留めて下さい。 

３．腰と同じように頭をお椀状に組み立てて下さい。 

１．とさかの取り付け ２．腕の取り付け ３．頭の完成 

【６】顔と背中の組み立て 

１．顔ののりしろ(★)にのりを付けて、顔を組み立てて下さい。 

２．くちばしを軽く曲げた後、差込の記号(け、こ)と顔の切込の記号(け、こ)を合わせて差し込み、

　裏面をテープで留めて下さい。 

３．顔と同様に背中を組み立てて下さい。 

１～２．顔の組み立て ３．背中の組み立て



【７】各パーツの合体 

１．下半身のＡ～ＦをコアブロックのＡ～Ｆに貼り付けて下さい。 

２．頭パーツのＣ，Ｄ，Ｅ，ＦをコアブロックのＣ，Ｄ，Ｅ，Ｆに貼り付けて下さい。 

３．背中パーツを２に貼り付けてください。★部分をのりを塗る目安として下さい。 

４．顔パーツを３に貼り付けてください。★部分をのりを塗る目安として下さい。 

５．羽根の付いた頭パーツの側面部分をコアブロックと腰に貼り付けてください。★部分をのりを

　塗る目安として下さい。 

１．下半身＋ｺｱﾌﾞﾛｯｸ ２．１＋頭パーツ ３～５．とっぴー完成 

【８】面の組み立て 
１．面①～③を組み立てて下さい 

１．面の前面部 １．後ろ部分を付ける① １．後ろ部分を付ける② １．面完成図 

【９】面をかぶせる 
１．とっぴーに面をかぶせ、面のバンド(前からと後ろからの２本)をとさかの下に差し込み、のりづけして
　完成です。 

１．面をかぶせる １．バンドはとさかの下に
　　差し込み、のりづけ 

▲赤、青両方作って対峙させるとなかなかのものですよ！


